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＜連絡事項＞

· 1/20（水）、リネン交換にて敷布団・カバーの交換があります。使用済みの布団・

カバーは南病棟へだし、新しい布団は職員用ロッカー前の廊下よりもってきてください。

・ソーシャルワーカーより、重要書類関係は紛失等があると困るとの事で以下の手順で管理をする事とします。

①患者様へ手紙が届いた事を伝え、サインを貰う

②手紙のコピーを取る旨を説明する

③コピーを取り、カルテの決算報告書の前に挟む

④フォーカス、情報シート・問題リストへ記載する

⑤原本を家族へ渡すよう説明（本人が管理困難と思われる重要書類）

⑥ご家族へ電話連絡等で重要書類が届いてる事を伝える

⑦ご家族が面会に来られるまでは本人が管理を行う（本人管理が困難な場合はスタッフ管理とする）

※重要書類の分類が曖昧な為、明日のリーダーはソーシャルワーカーへ確認し詳細は後日連絡します。

・キッチンの左側の蛇口が取れており、修理伝票を提出しています。修理が来た際は対応するようにして下さい。

・服薬に関する事故が多発している事から、服薬に関する個別指導を看護スタッフ対象で実施する事になりました。詳細は決まり次第連絡します。

・下記の日程で研修が行われます。

日時　2/1（月）、2/2（火）

17：30～18：30

場所　病院メンタル3階

対象　看護スタッフ（全員）

テーマ「救急対応」

講師　谷藤SGM、佐々木（健）JGM、福田Ns、松尾Ns、小笠原Ns

日時　2/8（月）、2/9（火）

17：30～18：30

場所　病院メンタル3階

対象　介護スタッフ（全員）

テーマ「救急対応」

講師　市島SGM、谷藤SGM、佐々木（健）JGM、小笠原Ns

筆記用具持参で、動きやすい服装で参加するようにして下さい。

1/25（月）までに出欠の入力を行うようにして下さい。

「看護課共有→看護グループ事業→教育研修21年度→救急対応」

・1/19（火）、1/26（火）、1/27（水）に行われる第4回法人研修のグループ分けについて変更がありますので、WIZ内の掲示板にて各自で確認を行うようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・清川　厚子様～手帳交付について、清川様本人が鍵を施錠しロッカーへ保管しています。23日外泊時行かれる際に、印鑑・交付通知書を持参し夫様が障害福祉課へ行って頂くようソーシャルワーカーより電話連絡を行っています。来院された際に、交付通知書と印鑑を返却するようにして下さい。

・浅野　秀子様～目薬を点す際に、手元が狂ってしまう事が多く見られています。点眼の際はスタッフ付き添いで行って頂くようにしていきましょう。

・平　勝利様～排便-5日となっています。排便状況の確認、腹部の状態確認・観察をこまめに行っていきましょう。

・日向端　庸男様～確定申告に関する年金の手紙が届いています。原本をコピーしカルテへ挟めています。また、ご家族が面会に来られるまでは本人管理としています。

・八木橋　牧雄様～12月分の支払い手続きを行い、1/20（水）に再度、郵便局のスタッフが来て振り込みが完了となります。

・久保　清美様～本人より左手の痺れ感あると訴え聞かれ、1/19（火）、ご家族付き添いにて中園内科クリニックを受診しています。採血検査を行い、以下のデータとなっています。

血糖値　140mg/dl（食後3時間）

血　圧　142/87mm/Hg

HbA1c　 5.9%

腎症・アルブミン・蛋白尿　（-）

手足の痺れは糖尿病から来る合併症ではないとの診断を受けています。次回の受診はないとの事で、主治医へ情報提供し様子観察の指示が出ています。左手の痺れの確認・観察をして行きましょう。

ご家族が来院された際、今後について確認をしています。「借金をまだ返していない」「アパートも借りられない」「協力はするけど、当分は退院は困る」と言った返答があります。本人からは「もう少し自分とも話をして欲しい」とご家族への要望が聞かれていますので、面会があった際は今後についての検討を促し、本人とも話をして頂けるように働き掛けて行きましょう。

＜Dr田名部　診察＞

・飯豊　信雄様～1/17（日）、スタッフオフィス内のパソコンを指し「タバコ吸い過ぎだって、少なくしてくれよ」と妄想に左右された発言聞かれています。主治医より、パソコンについて問われると「いや興味ない」と返答されています。金属音の幻聴に関しては「毎日あるが惑わされる事はない。大丈夫だ」と話されています。引き続き、妄想様の発言の有無を確認・観察して行き、現実検討を促していきましょう。また、幻聴の有無の確認、精神症状の観察をして行きましょう。

・八木橋　牧雄様～1/11（月）、転倒した際に痙攣発作があった事から、発作閾値の低下の可能性を考え1/20（水）の定期薬処方の変更を行っています。また、夜間の中途覚醒が続いている事を情報提供すると、今後も続くようであれば服薬調整を行う事を説明しています。

春頃の退院に向けて、今後はアパートを探す事となりますが兄様が保証人となって下さる旨を以前話していた為、面会や電話連絡を密に行って頂くよう働き掛けて行きましょう。

・菊地　明子様～主治医より、1週間の様子について問われると「自分としては最近の調子についてもあまり変わった所はないと思っています」と話されています。作業療法やリハビリテーションプログラムも意欲的に取り組めているとの事。周囲が気になる事はまだあるとの事だが、作業療法等を行っている時は集中して取り組む事が出来ていると話されています。下肢の乾燥・掻痒感ある為、ザーネ軟膏（鎮痒・消炎剤）30gが処方となっています。また、薬剤調整の為、1/20（水）の定期薬処方が変更となります。

・小泉　康政様～現在、3日分・4日分と分けて自己服薬管理を実施していますが、病棟内においてはミスなく行えている状態である事から、今後、1週間分の自己管理へとステップアップする予定としています。今後は、外出・外泊の際も服薬自己管理を確実に行えるようにしていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ノロウイルス感染症

勉強会　　　　三浦　育子Ns
　ノロウイルスは冬季に流行するウイルス性胃腸炎の主要な病原体。小児から老人まで幅広く感染し、主として汚染された食物を介した集団食中毒を起こすほか、密接な接触によるヒトからヒトへの感染が家庭内や学校、病院、福祉・養護施設などで多発する。

　１．　感染経路

　　カキなどの魚介類を介した食中毒として流行する場合と、感染者の吐物や便を介した糞口感染や接触感染によるヒトからヒトへの感染を起こす場合がある。

○　食中毒

　　　ウイルスが蓄積したカキなどの貝類を生食することにより、集団食中毒を起こす。

○　糞口感染や接触感染によるヒト･ヒト感染

　　　ヒトからヒトへの密接な接触が起こる場所で、トイレ後や食事前の手洗いが不十分であったり、また患者様を看護したり吐物や便を取り扱ったりした際に感染する。

　　　ごく少量のウイルス粒子が口から摂取されただけで感染することが知られており、感染力は大変強いと考えられる。

　　　感染は北半球全域では12月から3月に流行する。日本において集団発生の多かった場所は、学校、保育所・幼稚園、福祉・養護施設となっており、海外ではクルーズ客船や病院内での大規模集団発生も報告されている。

　２．　症状

　　・ウイルスが体内に入ると1～2日の潜伏期間をおいて発病する。

　　・嘔気、嘔吐、下痢が主症状だが、胃の痛みなどの腹痛、頭痛、発熱、悪寒、筋肉痛、咽頭痛などを伴うことがある。健康な方では通常2～3日以内に改善するが、高齢者や免疫力の低下した小児ではまれに死亡することもある。

　　・症状消失後も糞便中には2～3週間はウイルスが排出されるといわれている。

　３．　治療方法

　　ウイルスそのものに対する治療法はない。水分補給を十分に行い、脱水を予防することが重要。経口摂取できない場合や、脱水になりやすい小児や高齢者では点滴治療が必要な場合もある。

　

　４．　予防方法

　　　カキなどの貝類の生食を避けるとともに、手洗いなどの衛生習慣を徹底することで予防する。

　　　狭い空間で多数の人々が長期間密接な接触をする場所では集団感染の危険性が高いといえる。こうした場所では手洗いに心がける。

　　　　ノロウイルスは60℃程度の熱には安定で、消毒用アルコール、低レベルの塩素では死滅しないため、患者様の吐物や糞便の付着した物質の消毒には次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が必要。食品などを加熱する際は中心温度が85℃以上で少なくとも1分間加熱することが必要。

【疑問・質問】

・現在、ノロウイルスが流行の時期であるにも関わらず流行の兆しが見られないなは何故か？

→新型インフルエンザの流行に伴い、手洗い・うがいが徹底されている事から流行していないと考えられる。

・次亜塩素酸ナトリウムとは、身近な物では何を指すか？

→ハイター

・嘔吐物の処理、衣類に付着した場合はどうするか？

→マスク、手袋、ゴーグルなどで身体を保護して処理を行う。また、嘔吐物などはビニール袋に入れてそのまま処理をする。衣類などに付着した場合は、水洗いを行いハイター消毒をして洗濯をする。（洗濯後は洗濯機もハイター消毒を行う）

















































